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エコミュージアム 
 
「エコミュージアム」とは、ある一定の地域に残された自然や歴史、産業などを将来にわ

たって保存すべき「遺産」と捉え、これらの地域遺産を現地において保存・活用することで、
地域全体を「屋根のない博物館」とする、地域づくりにつながる取り組みです。 
 
（１）エコミュージアムセンター知新の駅 
 

〇施設の概要 

所在地 広葉町 3丁目 1番地 広葉交流センター内 
電話 011-373-0188 FAX 011-373-0189 

開館時間 9 時～17 時 

休館日 月曜日（祝日に当たる場合は直後の平日） 
年末年始（12月 29日～翌年 1月 3日） 

開設年月日 平成 26年（2014 年）7月 27 日 

施設内容 
ビジターホール、ミーティングルーム、ライブラリー、常設展示室、 
企画展示室、標本室、作業室 

 
 
〇利用状況 

年 度 来館者数 

平成 30年度 6,825 人 
令和元年度 8,286 人 
令和 2年度 4,905 人 
令和 3年度 3,608 人 
令和 4年度 5,292 人 

注1 令和元年度（令和 2年 3 月 3日～31 日）、 
令和 2年度（令和 2年 4月 16 日～５月 24 日）、 
令和 3年度（令和 3年 5 月 15 日～6月 20 日、8月 14 日～9月 30 日）は、新型コロナウイルス感染症対策 
のため一時休館。 

 

 

〇知新の駅デジタルミュージアムの公開 

 エコミュージアムセンターが収蔵する資料の中から約 7,000 点を選んで公開しています。 
ホームページ http://www.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/kyoiku/detail/00011114.html 
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〇令和４年度事業実績 
事業名 実施期日 会 場 参加者数 関係団体等 

【エコミュージアム普及推進事業】     

・地域遺産発見！発見の小径を歩く
（東部地区編） 

7 月 10 日  13 人  

・ミニ展示「北広島の昆虫たち」 7 月～9月 知新の駅   

・企画展 「北広島の『古』生物展
～私たちの博物館」 

7 月 31 日～ 
10 月 10 日 

知新の駅 1,661 人  

・「北広島の『古』生物展示プロジ
ェクト！」 

7 月 24 日 知新の駅 12 人  

・カブトムシ、クワガタムシ採集教
室 

8 月 3 日 エルフィ 
ンロード 

18 人  

・寒地稲作成功 150 周年記念プレ
事業 地域遺産発見！バスツアー
～各地の駅逓所を訪ねて 

9 月 3 日  21 人 講師/市民大学OB 

・寒地稲作成功 150 周年記念プレ
事業 地域遺産発見！発見の小径
を歩く（西部地区編） 

10 月 15 日  15 人 市民大学 OB 会（共
催） 

・寒地稲作成功 150 周年記念プレ事
業 ナイトエコミュージアムバス
ツアー 

10 月 23 日 知新の駅 16 人 日ハムマスコットキ
ャラクター「フレッ
プ」参加 

・寒地稲作成功 150 周年記念プレ
事業 リレートーク ～中山久蔵
翁の寒地稲作成功と島松沢の魅
力・可能性 

10 月 29 日 芸術文化 
ホール 

105 人  

・寒地稲作成功 150 周年記念プレ
事業 ミニ企画展「中山久蔵展～
久蔵の功績を後世へ（第 1弾）」 

11 月 12 日～ 
2 月 26 日 

知新の駅 1,186 人  

・ミニ企画展「パネルから見る北広
島～Fビレッジの開業を祝して」 

3 月 14 日～ 
5 月 7 日 

知新の駅   

【文化財保存・活用事業】     

・旧島松駅逓所開館事業 4 月 28 日～ 
11 月 3 日 

旧島松駅 
逓所 

7,189 人  

・駅逓所における西部小の赤毛田植
え、草刈り、稲刈り 

5 月 17 日 
7 月 21 日 
9 月 13 日 

旧島松駅 
逓所 

34 人 
39 人 
38 人 

田植え 
草刈り 
稲刈り 

・旧島松駅逓所ライトアップ事業 7 月 16 日～ 
7 月 24 日 
10 月 15 日～ 
10 月 23 日 

旧島松駅 
逓所 

138 人 
 

991 人 

（夏編） 
 
（秋編） 
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〇令和５年度事業計画 
事業名（実施予定日） 概要等 

【エコミュージアム普及推進事業】 
 ◇まちを好きになる市民大学（5/13～2/11） 
 
 ◇寒地稲作成功 150 周年記念事業 

地域遺産発見！バス見学ツアー（9/9） 
 ◇発見の小径を歩く（7/9、9/30） 
 ◇カブトムシ・クワガタムシ採集教室（8/2） 
 ◇常設展示（通年） 
 ◇企画展示 
 ・「北海道ボールパーク Fビレッジ開業にと 

もなって」（7/22～9/10） 
 ・寒地稲作成功 150 周年記念事業 
  中山 久蔵 展 ～第 2弾～ 

（10 月 28 日～2月 25 日） 
 ◇関連事業 
 ・寒地稲作成功 150 周年記念事業 パネル展 
  （6/1～6/9） 
  ◇ミニ展示 
 ・パネルから見る北広島～Fビレッジの開業 

を祝して（3/14～5/7） 

博物学的な内容を学ぶ市民博物館員養成のための
講座 
市内の地域遺産等を見学するバスツアー 
寒地稲作成功150周年記念事業に伴う特別コース 
 
市内の地域遺産等を徒歩で巡る（OB会との共催） 
エルフィンロードに生息する昆虫の観察・採集 
 
北海道ボールパーク Fビレッジ関連の展示 
 
令和 5年に中山久蔵翁による寒地稲作成功150周
年を迎えるにあたり、久蔵翁の生誕地である太子
町と連携した資料を展示 
 
市役所 5 階にて、寒地稲作成功に関するパネルを
掲示 
 
・令和 4年度から継続事業 

【文化財保存・活用事業】 
◇旧島松駅逓所施設開放（4/28～11/3） 
・ライトアップ事業（7/15～23、10/14～22） 
・ミニコンサートの実施（7/22） 
 
◇水稲「赤毛」の保存活用事業 
・田植え：5/18、除草：6/21、稲刈り：9/13 
 
◇寒地稲作成功 150 周年記念事業 
・フォーラム開催  9/23 

 
史跡の施設開放（有料） 
夜間ライトアップと施設開放（無料） 
ライトアップとあわせて西部生涯学習振興会と協
力のもとミニコンサートを実施 
水稲「赤毛」の保存・活用 
旧島松駅逓所見本田における赤毛の田植え、除草、
稲刈り 
寒地稲作成功150周年に関連したフォーラムの開
催 

【郷土文化伝承支援事業】 広島音頭保存会、ふるさと太鼓保存会への支援 

 
 
 
 
 
 
 
 

令和4年度企画展 

「北広島の「古」生物展～わたしたちの博

物館」では、北広島産のほ乳類化石（実物、

レプリカ）、ひげクジラの骨格レプリカなど

を展示 
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（２）北広島レクリエーションの森 
 

林野庁では、国有林野において自然景観に優れ、
森林浴や自然観察、野外スポーツに適した森林を
「レクリエーションの森」として選定しており、そ
れぞれの森林の特徴や利用の目的に応じて、自然休
養林、自然観察教育林、風景林、森林スポーツ林、
野外スポーツ地域、風致探勝林の 6 種類に区分さ
れ、全国で約 1,000 箇所、北海道の国有林において
は約 250 箇所あります。 
 
北広島レクリエーションの森は、北広島市が北海道北広島高等学校向かいの国有林（森林

スポーツ林）の一部の貸付を受け、昭和 55 年度から施設の整備を進めてきました。 
特別天然記念物野幌原始林に近接しており、うっそうとした樹木、幾条もの深い沢など、

様々な自然をできるだけそのままの形で利用し、小径や広場、建物などを配置し、自然を身
近に親しむことができる施設です。 

エリア内には、遊歩道やレストコーナーが整備さ
れ、森林浴のほか野鳥観察やフィールドアスレチッ
ク（※現在は利用休止。）が体験でき、冬季間は歩く
スキーでのウォーキングも可能です。 
北広島レクリエーションの森の入口近くに配置さ

れた林間学園には、自然観察や体験学習の拠点とな
る研修棟と野外での炊事や活動が楽しめる広場があ
り、個人での利用のほか、各種団体やサークル等の利

用ができます。利用料は無料ですが、利用前には予約が必要です。 
 

〇施設の概要 

所在地 

西の里番外地 
電話 011-373-2050 
（閉園期間問合せ） 
 北広島市教育委員会社会教育課 
 中央 4丁目 2番地 1  
電話 011-372-3311（代表） 

 

開園期間 
4 月第 4土曜日～10 月 31 日 
9 時～17 時 

注 1 フィールドアスレチックは利用を休止しています。 

 



 

104 
 

文化財 
 
北広島市には、国指定の特別天然記念物 1件、史跡 1件、市指定の文化財が４件あります。 

指定の種類 名称・所在地 指定年月日 

国指定特別天然記念物 野幌原始林 
（文化財保護委員会告示第 34 号は西の里番外地、共栄。 
文部科学省告示第 81号は西の里 186 番地 1外） 

特別天然記念物指定 
昭和 29年（1954 年）8月 11 日 
文化財保護委員会告示第 34 号 
令和元年（2019 年）10月 16 日 
文部科学省告示第 81号 

国指定史跡 旧島松駅逓所 
（島松 1番地 1） 

昭和 59年（1984 年）7月 25 日 
文部省告示第 113 号 

市指定文化財第 1号 バイソンの化石 平成 21年（2009 年）9月 1日 
市指定文化財第 2号 サンドリッジ成大規模斜交層理 
の転写標本（通称：クロスラミナ） 

平成 21年（2009 年）9月 1日 

市指定文化財第 3号 キタヒロシマカイギュウの化石 平成 22年（2010 年）9月 1日 
市指定文化財第 4号 中山久蔵関係資料群（253 点） 平成 30年（2018 年）3月 1日 
注 1 市指定文化財の所在地は、エコミュージアムセンター知新の駅内。 
 
>>> 国指定特別天然記念物 野幌原始林 

特別天然記念物野幌原始林は、昭和 29
年（1954 年）8月 11 日に特別天然記念物
に指定された針広混交林（針葉樹のトド
マツや落葉広葉樹のカツラ、シナノキ等
が混在する森林）で、約 41.7ha が保護さ
れてきました。また、近年、野幌原始林を
含む国有林に隣接する約 20ha について、
主に耕作地として利用されていた範囲に
落葉広葉樹の二次林が成立し、回復が良
好であることから令和元年（2019 年）10月 16日に特別天然記念物の追加指定を受けまし
た。 
野幌原始林は、江別市から北広島市にまたがる野幌丘陵地に広がる森林の一部で、明治
の開拓以降、周辺地域への木材供給地や水源涵養林として大切にされてきました。明治 4
年（1871 年）、野幌丘陵地は「野津幌官林」に指定され、明治 23 年（1890 年）に御料林に
編入されました。明治 27 年（1894 年）の御料林解除および国有林への指定を経て、明治
28 年（1895 年）から明治 41 年（1908 年）まで禁伐林となり、主にトドマツの保護が図ら
れました。 
明治 32年（1899 年）、北海道庁より当時の札幌、白石、江別、広島への野幌国有林分割
払下げが示されましたが、和田郁次郎らが周辺地域の水源涵養林として野幌国有林の保護
を北海道庁長官に直訴し、払下げが取り消されました。 

 
【写真】〈国指定〉特別天然記念物野幌原始林 
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大正 10 年（1921 年）3 月 3 日、江別市から北広島市にかけて置かれていた農林省北海
道林業試験場付属試験林のうち天然保存区（約 321ha）が、「稀有な林相を呈する」針広混
交林であることから天然記念物に指定されました。しかし、太平洋戦争末期から終戦直後
にかけて良質な木材供給地と目され、主に江別市側の天然記念物指定地の樹木が伐採され
ました。そして、終戦前後の伐採と台風等による倒木被害を受け、昭和 34 年（1959 年）
と昭和 37 年（1962 年）に荒廃した指定地の一部が指定解除となりました。野幌原始林は
現在、野幌国有林内の約 41.7ha と、国有林に隣接する追加指定地（約 20.2ha）が北広島市
側にのみ点在しています。 
近年、大正時代に指定された範囲では、トドマツが減少し落葉広葉樹が優占する森林に
遷移しており、その動向について調査を行っています。 

 

>>> 国指定史跡 旧島松駅逓所 

明治 4年（1871 年）島松沢に入地した中山
久蔵は同 6年（1873 年）、現在地に居を定め
赤毛の栽培に成功しました。久蔵の家は明治
6年（1873 年）に開通した函館－札幌間の道
路（札幌本道：旧国道 36 号）沿いにあり、明
治 14 年（1881 年）の明治天皇北海道巡幸の
御昼行在所に指定され、命を受けた久蔵は家
屋の増改築を行いました。明治 17 年（1884
年）には久蔵が島松駅逓所の取扱人に任命さ
れ、同建物は駅逓所として利用されました。
駅逓所とは、交通不便の地に駅舎と人馬を備
えて宿泊と運送の便をはかるために設置さ
れた施設で、明治 30年（1897 年）の廃止ま
で中山家が運営にあたりました。 
大正 5年（1916 年）、広島村がその所有地
をすべて買い取った後、昭和 8年（1933 年）
に史蹟明治天皇島松行在所に指定されまし
たが、昭和 23年（1948 年）には指定解除となりました。 
その後、昭和 43 年（1968 年）に道指定史跡に、昭和 59 年（1984 年）には国指定の史
跡となりました。史跡内には、明治 10年（1877 年）4月 16 日、札幌農学校教頭のウイリ
アム･スミス・クラークが帰米の途中、この島松で学生・職員と最後の訣別をしたことを記
念したクラーク記念碑があります。春はツツジ、桜、夏には久蔵ゆかりの山百合とハスの
花が咲き乱れ、秋の紅葉、冬の静けさなど四季折々の風情は歴史の深さを感じさせてくれ
ます。 
【特色】 
駅逓所の建物内には中山久蔵の関係資料を展示しています。史跡内には赤毛の見本田、
寒地稲作この地に始まるの碑、クラーク記念碑、中山久蔵翁頌徳記念碑、駐蹕處の碑、植
樹記念碑、石造蔵品庫、蓮池、暖水路（復元）などがあります。 

 

 
【写真】〈国指定〉史跡旧島松駅逓所（上）と 

史跡内の寒地稲作この地に始まるの碑 
／クラーク記念碑（下） 
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〇旧島松駅逓所 施設概要 

所在地 島松 1番地、862 番地 

面 積 敷地/4,184 ㎡ 建物/333 ㎡ 
構 造 木造平屋建、切妻屋根 

開館期間 4 月 28 日～11 月 3日 
（休館）月曜日（祝日の場合は直後の平日）、祝日の翌日 

開館時間 10 時～17 時 

入館料 
小中学生  100 円（団体 70 円） 
高校生以上 200 円（団体 150 円） 
・20 名以上で団体割引適用 

問合せ 
（開館中）旧島松駅逓所 電話 011-377-5412 
（通年）エコミュージアムセンター知新の駅 電話 011-373-0188 

 
〇利用状況 

年 度 
有料入館者数 

（個人・団体） 

免除入館者数 

（個人・団体） 

史跡庭園 

見学者数 
総観覧者数 

平成 30年度 1,555 人 909 人 3,510 人 5,974 人 
令和元年度 1,495 人 1,164 人 3,261 人 5,920 人 
令和 2年度 1,306 人 1,054 人 3,110 人 5,470 人 
令和 3年度 766 人 508 人 4,111 人 5,385 人 
令和 4年度 1,981 人 1,017 人 4,191 人 7,189 人 
注 1 令和 2 年度（令和 2年 4 月 28 日～5月 24 日）と令和 3年度（令和 3年 5月 15 日～6月 20 日、8月 14 日 
～9 月 30 日）は、新型コロナウイルス感染症対策のため一時休館。 

 
 
>>> 市指定文化財第1号 バイソンの化石（破片状態28点） 

北広島は、古くから貝化石の産地として知
られており、地学研究者や愛好者による調
査・採集が行われてきました。 
本市が所有するバイソンの化石は、昭和
48 年（1973 年）、田川賢蔵氏によって採集さ
れ、平成 15 年（2003 年）、北海道教育大学
札幌校の木村方一氏により寄贈されたもの
です。 
この化石は、国内の同化石との対比によ
り、第四紀（約 260 万年前）に北海道へバイソンが渡来してきた時期や当時の古地理を特
定する手がかりとなり、将来、地質学や古生物学に多大な貢献をする大きな可能性も有し
ています。 
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>>> 市指定文化財第2号 サンドリッジ成大規模斜交層理の転写標本（通称：クロスラミナ） 

平成 12年（2000 年）、道道栗山北広島線
の改良工事に伴って、中の沢に大規模な斜交
層理が現れたため、転写標本により採取し、
中央公民館に保存・展示していましたが、平
成 26 年（2014 年）5月、エコミュージアム
センター知新の駅に移設して保存・展示して
います。 
この大規模斜交層理は、前期更新世（170

～100 万年前頃）の間氷期において、苫小牧
から北広島を通り札幌に抜ける海峡が存在
していたことを示しています。 
この過去の海峡は北広島付近が最も狭く、太平洋側と日本海側をつなぐ潮流が強かったた

め、北広島付近にのみ写真のような堆積が発達したと推定されます。このため、大規模斜交
層理は北広島付近に分布が限られるとともに、道央部の地質時代の古環境を推定するうえで
も大変貴重な地質資料となっています。 
 

>>> 市指定文化財第3号 キタヒロシマカイギュウの化石（肋骨片6点） 

野幌丘陵南端の音江別川流域では 1950 年代から
大規模な砂利採掘事業が行われていました。この採
掘現場では、昭和 46年（1971 年）から相次いで脊
椎動物の化石が発見され、「キタヒロシマカイギュ
ウ」の化石はその中の一つでした。 
この化石は、世界で初めて確認された前期更新世

（約 100 万年前）のカイギュウ化石であったことか
ら、研究のために北海道開拓記念館（現 北海道博物
館）に収蔵され、本市には存在しないものでした。 
 しかし、平成 21 年（2009 年）に市立緑陽中学校が所有していることが分かり、ゾウやシ
カ・ハクジラの仲間の化石と共に 19 点が市に寄贈されました。 
 北広島が陸棲、海棲の動物群の化石を数多く産出する世界でもまれな化石産地であり、前
期更新世の世界を復元することができる高い可能性をもった地域であることを証明した貴重
な資料です。 
 

>>> 市指定文化財第4号 中山久蔵関係資料群 

中山家子孫より寄贈を受けた中山久蔵翁に関する古文書類のほか、昭和 59 年（1984 年）
から行われた修理工事の際に壁の下張りから発見された駅逓所関係文書類の断片など、計
253 点から成る資料群です。 
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中山久蔵は明治 6 年（1873 年）島松に移住し、同

年、道南以北では難しいとされていた寒冷地での稲作
に成功しました。その後、稲作を志す者には種もみや
栽培技術を提供するなど、北海道における稲作の発展
に大きく貢献した功績から「寒地稲作の祖」と呼ばれ
ています。明治 17 年（1884 年）には島松駅逓所の取
扱人にも命じられ、明治 30 年（1897 年）の廃止まで
その運営に当たるなど、地域の発展に尽力しました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  

 

令和4年度ミニ企画展「中山久蔵展

～久蔵の功績を後世へ～（第一弾）」 

久蔵に贈られた賞状や感謝状、明治

天皇の北海道巡幸の際に賜った

品々を展示 

「カブトムシ・クワガタムシ採集教室」 

「地域遺産発見バスツアー」 
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（１）北広島エコミュージアムサテライト 
 

■旧島松駅逓所周辺サテライト（平成28年（2016年）11月7日 教育委員会指定） 

○旧島松駅逓所周辺サテライト地域遺産 
   歴史遺産：史跡旧島松駅逓所及び史跡内の石碑類、寒地稲作の遺構と見本田、 
        同地区に散在する石碑、寺社仏閣（跡地を含む）、島松チャシ跡など 
   自然遺産：支笏火山の堆積物「島松軟石」の露頭、島松沢の地形、島松川・仁井別川・ 
        三別川の自然（多様な動植物）、支笏火山灰の地層など 
 
○中心施設及びサテライトの範囲 

   史跡旧島松駅逓所を中心施設とし、半径 3～4kmの範囲 
 
○旧島松駅逓所周辺サテライト発見の小径 

  「発見の小径」：8か所の遺産を巡る全長 8km 
  ・旧島松駅逓所－・山神（三島）―・軟石造り住宅等（三島）―・島松川 
   ―・三別川―・仁井別川―・島松軟石と採石跡―・チャシ跡―・旧島松駅逓所 
 

■東部地区サテライト（令和3年（2021年）6月3日 教育委員会指定） 

○東部地区サテライト地域遺産 
   歴史遺産：開拓に係る記念公園及び神社・石碑、水田開発に伴う排水路など 
        開拓記念公園（歴史遺産中心施設） 
        アオンボ川、廣島神社、馬頭観世音大菩薩、共栄町 3丁目の石碑 
        平和の灯公園 
   自然遺産：貴重な森林、希少価値が高い化石、地層、河川など 
           北広島レクリエーションの森（自然遺産中心施設） 
        千歳川周辺、南の里緑地、化石の宝庫 音江別川流域、 
        クロスラミナ、輪厚川         
 
○中心施設及びサテライトの範囲 

   「開拓記念公園」及び「北広島レクリエー 
   ションの森」の中心施設を含めた遺産指定地 
   の 12 か所を有する範囲 
    
○東部地区サテライト発見の小径 

  「発見の小径」：12か所の全遺産を巡る全長 27km 
   ・開拓記念公園―・千歳川周辺―・アオンボ川―・廣島神社―・馬頭観世音大菩薩 
    ―・南の里緑地―・化石の宝庫 音江別川流域―・クロスラミナ―・輪厚川   
    ―・共栄町 3丁目の石碑―・平和の灯公園―・北広島レクリエーションの森  
  「発見の小径（市街地ルート）」：市街地を中心に 6か所の遺産を巡る全長 3km 
   ・開拓記念公園―・廣島神社―・輪厚川―・共栄町 3丁目の石碑 
    ―・平和の灯公園―・北広島レクリエーションの森 
 

（開拓記念公園） 
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Ⅶ 教育関係沿革 
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教 育 関 係 沿 革 
 

年 月 沿 革 

明治 25 年（1892 年） 6 月 月寒村月寒小学校厚別分教場を大曲に移転、大曲分教場が開設された 
 10 月 中の沢（現・中央 1丁目）に広島簡易教育所が設置された 

明治 27 年（1894 年） 2 月 月寒小学校大曲分教場が広島簡易教育所の分校となる 

明治 28 年（1895 年） 4 月 広島簡易教育所を改め、広島尋常小学校となる 

明治 32 年（1899 年） 6 月 大曲簡易教育所を改め、大曲尋常小学校となる 

  7 月 輪厚に簡易教育所（現 西部小学校）が設置された 

明治 33 年（1900 年） 5 月 野幌（現 西の里小学校）と音江別（南の里）に簡易教育所が設置された 

 7 月 島松に簡易教育所が設置された 

 11 月 広島尋常小学校に高等科を併設し、広島尋常高等小学校に改称 

明治 35 年（1902 年） 8 月 高台に簡易教育所が設置された 

明治 38 年（1905 年） 2 月 輪厚簡易教育所を改め、輪厚尋常小学校となる 

明治 41 年（1908 年） 4 月 野幌と音江別の簡易教育所を広島尋常小学校の分教場とした 

  9 月 高台簡易教育所を広島尋常小学校の分教場とした 

大正 2年（1913 年） 4 月 下仁井別分教場を下仁井別尋常小学校に改称 

大正 7年（1918 年） 4 月 高台分教場を高台尋常小学校に改称 

大正 9年（1920 年） 4 月 輪厚尋常小学校に高等科を併置し、輪厚尋常高等小学校に改称 

大正 10 年（1921 年） 3 月 野幌原始林が国の天然記念物に指定される 

昭和 8年（1933 年） 4 月 村議会で村内の小学校の統合を議決 

  9 月 上仁井別分教場改築落成 

  11 月 島松駅逓所が「文部省史蹟明治天皇島松行在所」として指定される 

昭和 9年（1934 年） 4 月 広島野幌尋常小学校・上仁井別尋常小学校開校 

  

 

4 月 

 

広島尋常高等小学校・同音江別分教場・同高台尋常小学校を統合して、広島

東部尋常高等小学校を開校 

  

 

9 月 

 

輪厚尋常高等小学校・下仁井別尋常小学校・島松特別教授場を統合して、広

島西部尋常高等小学校を開校 

昭和 22 年（1947 年） 4 月 新学制の公布により広島村立東部中学校、西部中学校を各小学校に併置 

  5 月 西部中学校大曲分校設置 

昭和 23 年（1948 年） 6 月 「文部省史蹟明治天皇島松行在所」の指定が解除となる 

昭和 24 年（1949 年） 2 月 第 1 回成人祭（式） 

  4 月 私立広島天使幼稚園開園 

昭和 25 年（1950 年） 12 月 東部中学校校舎落成 

昭和 26 年（1951 年） 9 月 東部中学校西の里分校開校 
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年 月 沿 革 

昭和 27 年（1952 年） 7 月 富ヶ岡学園火災、210 坪焼失 

  10 月 教育委員選挙 

 11 月 教育委員会発足 

昭和 29 年（1954 年） 1 月 高松宮殿下、富ヶ岡学園を訪問 
 8 月 野幌原始林が国の特別天然記念物に指定される 

昭和 31 年（1956 年） 6 月 大曲公民館落成 

昭和 34 年（1959 年） 5 月 特別天然記念物野幌原始林が一部指定解除となる 

  11 月 西公民館落成 

昭和 35 年（1960 年） 4 月 大曲中学校及び西の里中学校が独立校となる 

  4 月 東部小学校富ヶ岡分校に心身障害児特殊学級開設 

昭和 37 年（1962 年） 9 月 特別天然記念物野幌原始林が一部指定解除となる 

昭和 39 年（1964 年） 7 月 東部住民プール完成 

昭和 40 年（1965 年） 4 月 北海道産業専門学校開校 

  4 月 北海道立白樺養護学校開校（現 北海道白樺高等養護学校） 

  6 月 東部小学校と広島市段原小学校との姉妹校縁組 

昭和 41 年（1966 年） 4 月 北海道産業短期大学開校（現：星槎道都大学） 

昭和 43 年（1968 年） 3 月 島松駅逓所が「北海道指定史跡島松駅逓所跡」として指定される 

昭和 44 年（1969 年） 7 月 西部住民プール完成 
 8 月 広島町教育基本構想（S44-S55）策定 

昭和 46 年（1971 年） 3 月 仁別小学校を大曲小学校に統合 

  4 月 富ヶ岡の小・中学校分校を町立共栄小・中学校として独立し、共栄に移転 

昭和 47 年（1972 年） 12 月 広葉小学校開校 

昭和 49 年（1974 年） 1 月 広島町学校給食センター開設 

  2 月 広葉中学校開校 

  3 月 広島町教育基本構想の 1次改定（S44-S60） 

  4 月 私立広島大谷幼稚園開園 

  6 月 中央公民館開館 

昭和 50 年（1975 年） 1 月 西公民館が輪厚農民研修センターに移転 

  4 月 若葉小学校開校 

  4 月 私立広島わかば幼稚園開園 

昭和 51 年（1976 年） 1 月 高台小学校開校 

  12 月 西の里公民館開館 
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年 月 沿 革 

昭和 52 年（1977 年） 4 月 緑陽小学校開校 

昭和 53 年（1978 年） 4 月 北海道北広島高等学校開校 

  4 月 私立広島幼稚園開園 

  4 月 私立広島かおり幼稚園開園 

  4 月 北海道歯科技工士養成所開所（現：北海道歯科技術専門学校） 

  5 月 緑陽中学校開校 

  10 月 北海道歯科技工士養成所が北海道歯科技術専門学校となる 

昭和 54 年（1979 年） 4 月 町立共栄小・中学校を道に移管、札幌養護学校の分校となる 

  12 月 大曲公民館が大曲会館に移転 

昭和 55 年（1980 年） 3 月 広島町教育基本構想の 2次改定（S44-S60） 

  7 月 大曲住民プール完成 

昭和 56 年（1981 年） 6 月 広島レクリエーションの森供用開始 

昭和 57 年（1982 年） 2 月 輪厚児童体育館完成 

  8 月 西の里住民プール完成 

昭和 58 年（1983 年） 4 月 北海道北広島西高等学校開校 

  4 月 私立大曲大谷幼稚園開園 

  8 月 緑葉公園プール完成 

昭和 59 年（1984 年） 2 月 大曲ファミリー体育館完成 

  7 月 旧島松駅逓所が国の文化財に指定される。保存修復工事に着手 

昭和 60 年（1985 年） 2 月 西の里ファミリー体育館完成 

  3 月 広島町教育基本計画（S60-S65）策定 

  6 月 緑葉公園野球場完成 

昭和 61 年（1986 年） 4 月 総合体育館完成 

  8 月 姉妹都市東広島市へ子ども大使の派遣を実施 

昭和 62 年（1987 年） 4 月 私立札幌日本大学高等学校開校 

  7 月 白樺プール完成 

昭和 63 年（1988 年） 12 月 移動図書館「あおぞら号」運行開始 

平成元年（1989 年） 9 月 第 44 回国民体育大会（空手道競技）開催 

平成 2年（1990 年） 4 月 東部中学校移転、跡地に北の台小学校開校 

  10 月 7 年に及ぶ保存修復工事を終え、国指定史跡「旧島松駅逓所」を公開 

  

 

10 月 

 

「ふるさと創生資金」1億円を活用し、人材育成事業の初イベント「青少年

問題シンポジウム」を開催 
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年 月 沿 革 

平成 3年（1991 年） 3 月 広島町新教育基本計画（H3-H12）策定 

平成 4年（1992 年） 4 月 大曲東小学校開校 

平成 5年（1993 年） 4 月 私立札幌自由の森幼稚園開園 

平成 8年（1996 年） 4 月 道都大美術学部開設 

平成 9年（1997 年） 4 月 私立大地太陽幼稚園開園 

  6 月 第 35 回北海道障害者スポーツ大会開催 

  7 月 自然の森キャンプ場（島松）開設 

平成 10 年（1998 年） 8 月 適応指導教室「みらい塾」開設 

 10 月 芸術文化ホール・図書館開設 

平成 11 年（1999 年） 9 月 フレンドリーセンター開設 

平成 13 年（2001 年） 3 月 北広島市教育基本計画（H13-H22）策定 

平成 14 年（2002 年） 4 月 子どもサポートセンター設置 

  4 月 道都大学短期大学部廃止 

  6 月 中学校給食の全校実施 

平成 15 年（2003 年） 4 月 私立札幌日本大学中学校開校 

平成 17 年（2005 年） 3 月 移動図書館「くまさん号」運行開始 

  4 月 道都大社会福祉学部開設 

  4 月 大曲大谷幼稚園移転 

平成 18 年（2006 年） 1 月 西部小学校移転 

  4 月 西部地区生涯学習振興会設立 

平成 19 年（2007 年） 3 月 西の里小学校増築 

  3 月 第 1 回はまなす杯全国中学生空手道選抜大会を総合体育館で開催 

  6 月 西の里地区生涯学習振興会設立 

平成 20 年（2008 年） 3 月 大曲公民館、西公民館廃止 

  4 月 大曲地区生涯学習振興会設立 

平成 21 年（2009 年） 4 月 西の里中学校陽香分校開校 

  

 

9 月 

 

『バイソンの化石』及び『サンドリッジ成大規模斜交層理の転写標本』を北

広島市文化財に指定 

  12 月 全小中学校に電子黒板導入 

平成 22 年（2010 年） 3 月 西の里中学校増築 

  8 月 姉妹都市 30 周年子ども宣言調印 

 9 月 『キタヒロシマカイギュウの化石』を北広島市文化財に指定 
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年 月 沿 革 

平成 22 年（2010 年） 

 

12 月 

 

西部住民プールが移転し、西部プールとして完成（平成 23 年 6月使用開 

始） 

平成 23 年（2011 年） 3 月 北広島市教育基本計画（2011-2020）策定 

  4 月 西の里小学校陽香分校開校 

平成 24 年（2012 年） 3 月 広葉小学校、若葉小学校、高台小学校、緑陽小学校閉校 

  4 月 双葉小学校、緑ヶ丘小学校開校 

  5 月 東部地区生涯学習振興会設立 

  7 月 大曲小学校で放課後子ども教室を開設 

  8 月 総合体育館大規模改修完成 

平成 25 年（2013 年） 3 月 西部中学校体育館改築 

  4 月 西部地区に中学校区学校運営協議会を設置 

平成 26 年（2014 年） 7 月 エコミュージアムセンター知新の駅開設 

平成 27 年（2015 年） 3 月 小学校教育用コンピュータとしてタブレット端末整備完了 

  5 月 中央公民館リニューアルオープン 

  5 月 第１回総合教育会議を開催 

  7 月 子ども朝活事業を実施 

  

 

8 月 

 

姉妹都市子ども大使団が「ひろしま子ども平和の集い」（広島市）に北海道

の団体として初めて参加 

  10 月 国際交流 25 周年記念事業 カナダ・サスカツーン市長を表敬訪問 

  12 月 西の里ファミリー体育館改修 

平成 28 年（2016 年） 3 月 北広島市教育基本計画（2011-2020）中間見直し版策定 

  3 月 小中学校の耐震化 100％完了 

  3 月 第 10 回はまなす杯全国中学生空手道選抜大会開催（本市で最後の開催） 

  
4 月 

 

札幌自由の森幼稚園が認定こども園へ移行、認定こども園札幌自由の森幼

稚園・保育園となる 

  4 月 市制 20 周年関連事業の実施 

  4 月 双葉小学校で放課後子ども教室を開設 

  

 

5 月 

 

エコミュージアムセンター知新の駅と大阪府南河内郡太子町立竹内街道歴

史資料館との連携協力に関する協定締結 

  10 月 新教育委員会制度に移行（初代教育長 田孝志） 

  10 月 大曲中学校吹奏楽部の東日本大会出場 

平成 29 年（2017 年） 3 月 西部地区生涯学習振興会が平成 28 年度石狩管内教育実践奨励表彰を受賞 

 3 月 北広島西高等学校が平成 28 年度石狩管内教育実践奨励表彰を受賞 
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年 月 沿 革 

平成 29 年（2017 年） 

 

4 月 

 

広島わかば幼稚園が認定こども園へ移行、認定こども園北広島わかば幼稚

園となる 

  4 月 道都大学が星槎道都大学に校名変更 

  4 月 学校給食の公会計化 

  4 月 特別支援教育支援員の全学校配置 

平成 30 年（2018 年） 1 月 大曲ファミリー体育館リニューアルオープン 

  1 月 全小中学校校務用コンピュータとしてタブレット端末整備完了 

  3 月 『中山久蔵関係資料群』を北広島市文化財に指定 

  3 月 西の里地区生涯学習振興会が平成 29 年度石狩管内教育実践奨励表彰を受賞 

  4 月 小中一貫教育の全市一斉実施 

  4 月 大谷むつみ保育園が認定こども園へ移行、大谷むつみ認定こども園となる 

  6 月 地域まるごと読書支援事業を開始 

  

 

 

6 月 

 

きたひろしま 30ｋｍロードレース 2018 にて、北海道日本ハムファイター

ズとのコラボレーション事業として、5ｋｍの『ファイターズラン部門』を

新設 

  7 月 中学校に部活動指導員を配置 

  7 月 中学校体育連盟相撲大会全道大会 北広島市開催 

  7 月 東部小学校が第 49 回全国書道コンクール団体奨励賞受賞 

  

 

9 月 

 

北海道胆振東部地震発生。市内各小中学校臨時休業。総合体育館ほか避難所

開設 

平成 31 年（2019 年） 

 

1 月 

 

中学校教育用コンピュータをタブレット化。これにより、市内全ての小・中

学校の校務用及び教育用コンピュータのタブレット化完了 

  1 月 東部小学校が第 50 回全国学生書道展団体優勝 
 3 月 大曲地区生涯学習振興会が平成 30 年度石狩管内教育実践奨励表彰を受賞 

  4 月 学校教職員の勤退管理システムを導入 

  4 月 東部小学校で放課後子ども教室を開設 

令和元年（2019 年） 5 月 大曲東小学校で通級指導教室を開設 

  6 月 北広島市の部活動の在り方に関する方針を策定 
 ７月 東部小学校が第 50 回全国書道コンクール団体優秀賞受賞 

  10 月 特別天然記念物野幌原始林が追加指定される 

令和 2年（2020 年） １月 東部小学校が第 51 回全国学生書道展団体優勝 

  2 月 市立小・中学校に時間外転送電話導入 

  

 

2 月 新型コロナウイルス感染症対策のため、学校や教育委員会所管施設を臨時

休館 
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年 月 沿 革 

令和 2年（2020 年） 4 月 大曲中学校区・緑陽中学校区に学校運営協議会を設置 

 9 月 姉妹都市子ども大使交流事業の姉妹校交流をオンラインで実施（～11 月） 

 11 月 11 月 29 日、エコミュージアムセンター知新の駅 来館者 5万人達成 

 
12 月 大曲東小学校保護者と先生の会が令和 2年度優良 PTA 文部科学大臣表彰を

受賞 

令和 3年（2021 年） 

 

1 月 

 

西部コミュニティ・スクール運営委員会（西部中学校区学校運営協議会）が

令和 2年度北海道社会貢献賞（防災功労者）を受賞 

 2 月 北広島市教育振興基本計画（2021-2030）を策定 

 2 月 放課後子ども教室が文部科学大臣賞（地域学校協働活動）を受賞 

 
3 月 

 

西の里小学校及び西の里中学校が令和 2 年度石狩管内教育実践奨励表彰を

受賞 

 

3 月 

 

4 月 

GIGA スクール構想を推進し、児童生徒用パソコン 3,002 台、高速大容量の

インターネット回線等を整備 

緑葉公園プール休止 

 5 月 新型コロナウイルス感染症対策のため、教育委員会所管施設を臨時休館 

 11 月 髙瀬法輪元教育委員会委員長が旭日双光章（地方教育行政功労）を受章 

 11 月 小中一貫教育全国サミット in 北広島を開催（デジタル開催） 

令和４年（2022 年） 1 月 再延期していた令和 3年成人式及び令和 4年成人式を開催 

 

 

2 月 

3 月 

芸術文化ホールに公衆無線 LANを整備 

東部中学校、東部小学校、北の台小学校が令和３年度石狩管内教育実践奨励 

  表彰を受賞 

 3 月 児童生徒用パソコン令和 3年度分 1,420 台（合計 4,422 台）を整備し、1人 

  1 台端末の整備完了 

 

5 月 

8 月 

 

学校適正規模・適正配置検討事業キックオフ事業「教育講演会」を開催 

キッズスポーツフェスティバルを北海道日本ハムファイターズとの共催で 

開催 

 10 月 北海道米のルーツ「赤毛米」が北海道遺産に選定 

 10 月 寒地稲作成功 150 周年記念プレ事業を開催 

 12 月 姉妹都市子ども大使交流事業の相互派遣交流は新型コロナウイルス感染症 

  の影響により中止し、オンライン交流、給食交流（広島県東広島市の給食 

  メニュー「ひろしまチキチキレモン」を提供）を実施 

令和 5年（2023 年） 1 月 民法改正に伴い、成人式を「はたちの集い」に改称して開催 

 1 月 東部中学校が令和 4年度北海道教育実践表彰を受賞 

 3 月 北海道ボールパーク Fビレッジ開業 
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年 月 沿 革 

 3 月 東部地区生涯学習振興会が令和 4年度石狩管内教育実践奨励表彰を受賞 

 4 月 「適応指導教室みらい塾」の名称を「教育支援センターみらい塾」に変更 

 4 月 キッズラボ北海道ボールパークＦビレッジ認定こども園が開園 

 4 月 広島天使幼稚園が認定こども園へ移行、認定こども園広島天使幼稚園とな 

  る 

 4 月 東部中学校区・西の里中学校区・広葉中学校区に学校運営協議会を設置 
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第 43回読書まつり（2022.10.11～16 開催） 

テーマ「とんでけ 本のたね」 

 

図書館ボランティア団体紹介 

おはなしのじどうはんばいき 

ギャラリー 絵本原画展 

絵本展示 

※『読書まつり』は、本に親しんで

もらうことを目的とした北広島市

図書館フィールドネット運営委員

会の総合事業です。 
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歴代教育委員 
 

（１）委員長 

№ 氏 名 在職期間 備 考 
１ 山 田  勇 治 昭和 27 年（1952 年）11 月 1日 ～ 昭和 30 年（1955 年）4 月 30 日 公選制 
２ 中 川  久 次 昭和 30 年（1955 年）5月 1日 ～ 昭和 31 年（1956 年）9 月 30 日  
  (※)   
３ 髙 瀬  法 輪 昭和 52 年（1977 年）10 月 1日 ～ 平成 7年（1995 年）9月 30 日  
４ 藤 田  鉄 男 平成 7年（1995 年）10 月 1日 ～ 平成 11 年（1999 年）9 月 30 日  
５ 村 山  邦 彦 平成 11 年（1999 年）10 月 1日 ～ 平成 23 年（2011 年）9 月 30 日  
６ 松 本   懿 平成 23 年（2011 年）10 月 1日 ～ 平成 28 年（2016 年）9 月 30 日  
注 1 (※)昭和 31 年 10 月 1 日から昭和 52 年 9 月 30 日までの間は、毎年、委員長を委員間の選挙により決定し
ていたが、当時の正確な記録がないため空欄。 

注 2 本市は、平成 28 年 10 月 1 日に新教育委員会制度へ移行。 
 
（２）教育長 

№ 氏 名 在職期間 備 考 
１ 谷 口  松太郎 昭和 27 年（1952 年）11 月 1日 ～ 昭和 31 年（1956 年）9 月 30 日 公選制 
２ 白 崎  房 一 昭和 31 年（1956 年）10 月 10 日 ～ 昭和 35 年（1960 年）9 月 30 日 任命制 
３ 中戸川  平 二 昭和 35 年（1960 年）10 月 1日 ～ 昭和 43 年（1968 年）9 月 30 日  
４ 藤 原  収 二 昭和 43 年（1968 年）10 月 1日 ～ 昭和 53 年（1978 年）9 月 30 日  
５ 小野田  徹 雄 昭和 53 年（1978 年）10 月 1日 ～ 昭和 58 年（1983 年）3 月 31 日  
６ 三 浦  興 三 昭和 58 年（1983 年）6月 15 日 ～ 平成 4年（1992 年）9月 30 日  
７ 小 野  勝 見 平成 4年（1992 年）10 月 1日 ～ 平成 12 年（2000 年）9 月 30 日  
８ 白 崎  三千年 平成 12 年（2000 年）10 月 1日 ～ 平成 24 年（2012 年）9 月 30 日  
９  田  孝 志 平成 24 年（2012 年）10 月 1日 ～ 平成 28 年（2016 年）9 月 30 日  
10  田  孝 志 平成 28 年（2016 年）10 月 1日 ～  
注 1 平成 28 年 10 月 1 日から新教育委員会制度に移行。 
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（３）委員 

№ 氏 名 在職期間 備 考 
１ 松 本  金 市 昭和 27 年（1952 年）11 月 1日 ～ 昭和 31 年（1956 年）9 月 30 日 公選制 
２ 福 永  重 治 昭和 27 年（1952 年）11 月 1日 ～ 昭和 31 年（1956 年）9 月 30 日  
３ 間 野  祐 治 昭和 27 年（1952 年）11 月 1日 ～ 昭和 31 年（1956 年）9 月 30 日  
４ 東   文 蔵 昭和 27 年（1952 年）11 月 1日 ～ 昭和 31 年（1956 年）9 月 30 日  
５ 福 永  重 治 昭和 31 年（1956 年）10 月 1日 ～ 昭和 33 年（1958 年）4 月 任命制 
６ 山 田  幸 二 昭和 31 年（1956 年）10 月 1日 ～ 昭和 38 年（1963 年）9 月 30 日  
７ 布 川  信 夫 昭和 31 年（1956 年）10 月 1日 ～ 昭和 33 年（1958 年）9 月 30 日  
８ 原   國 栄 昭和 31 年（1956 年）10 月 1日 ～ 昭和 35 年（1960 年）3 月  
９ 中戸川  平 二 昭和 33 年（1958 年）7月 1日 ～ 昭和 35 年（1960 年）9 月 1日  
10 斎 藤  清 治 昭和 33 年（1958 年）10 月 1日 ～ 昭和 34 年（1959 年）4 月  
11 坂 井   繁 昭和 34 年（1959 年）5月 11 日 ～ 昭和 37 年（1962 年）9 月 30 日  
12 山 田  喜代治 昭和 35 年（1960 年）6月 1日 ～ 昭和 36 年（1961 年）9 月 30 日  
13 髙 橋  喜一郎 昭和 35 年（1960 年）9月 24 日 ～ 昭和 46 年（1971 年）4 月 17 日  
14 蔵 谷  邦 蔵 昭和 37 年（1962 年）10 月 1日 ～ 昭和 53 年（1978 年）9 月 30 日  
15 木 下  勇 蔵 昭和 36 年（1961 年）12 月 20 日 ～ 昭和 56 年（1981 年）9 月 30 日  
16 河 上   昭 昭和 38 年（1963 年）12 月 11 日 ～ 昭和 46 年（1971 年）9 月 30 日  
17 髙 瀬  法 輪 昭和 46 年（1971 年）10 月 1日 ～ 昭和 52 年（1977 年）9 月 30 日  
18 杉 田  与一郎 昭和 46 年（1971 年）5月 13 日 ～ 昭和 63 年（1988 年）9 月 30 日  
19 杉 山  重 義 昭和 53 年（1978 年）10 月 1日 ～ 昭和 57 年（1982 年）9 月 30 日  
20 木 村  孝 夫 昭和 60 年（1985 年）10 月 1日 ～ 平成 9年（1997 年）9月 30 日  
21 久津見  奈保美 昭和 61 年（1986 年）10 月 1日 ～ 平成 10 年（1998 年）9 月 30 日  
22 浅 沼  勇 治 昭和 63 年（1988 年）10 月 1日 ～ 平成 12 年（2000 年）9 月 30 日  
23 麻 生  敏 子 平成 9年（1997 年）10 月 1日 ～ 平成 21 年（2009 年）9 月 30 日  
24 遠 藤  智恵子 平成 10 年（1998 年）10 月 1日 ～ 平成 18 年（2006 年）9 月 30 日  
25 渡 辺  憲 介 平成 12 年（2000 年）10 月 1日 ～ 平成 20 年（2008 年）9 月 30 日  
26 長谷川  し づ 平成 18 年（2006 年）10 月 1日 ～ 平成 26 年（2014 年）9 月 30 日  
27 石 井  雅 恵 平成 20 年（2008 年）10 月 1日 ～ 平成 28 年（2016 年）9 月 30 日  
28 佐 藤  元 治 平成 21 年（2009 年）10 月 1日 ～ 平成 29 年（2017 年）2 月 28 日  
29 松 本   懿 平成 28 年（2016 年）10 月 1日 ～ 令和元年（2019 年）9月 30 日  
30 大 山  秀 之 平成 26 年（2014 年）10 月 1日 ～ 令和４年（2022 年）9月 30 日  
31 成 田  郁久美 平成 28 年（2016 年）10 月 1日 ～  
32 石 上  浩 子 平成 29 年（2017 年）3月 1日 ～  
33 髙 山  隆 二 令和元年（2019 年）10 月 1 日 ～  
34 宮 北  早 苗 令和 4年（2022 年）10 月 1日 ～  
注 1 当時の原典資料が確認できない委員等は、市史等をもとに作成。 
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